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 ご使用前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しく安全にご使用ください。 

 お読みになった後は、いつでも見られる場所に大切に保管してください。 
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1 はじめに 

このたびは、当社の超音波洗浄機 W-357BM-1200 をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

本書には、使用上の注意をはじめ、標準仕様、設置、操作などについて記載しています。 

ご使用の前に本書を必ず最後までお読みいただき、適切にお取り扱いください。また、本書は大切に保管して

ください。 

本製品について 

本製品は、発振周波数 1MHz,最大出力 1200W のセパレート型バッチ式の超音波洗浄機です。 

1MHz という高い周波数で、ダメージを嫌うような精密な洗浄を目的とし、半導体ウエーハや液晶のガラス基

板、磁気ヘッドなどの洗浄用途に適しています。以下に、主な機能と特徴を説明します。 

 

主な機能と特徴 参照箇所 

出力調整機能 

発振器正面の SELECT キーにより、出力電力を 200～1200W まで調整できます。これに

より、洗浄用途に合わせた最適な出力設定が可能です。 

5.2 

周波数自動追尾機能／定電力制御機能 

洗浄液中での超音波発生状態は、液深、液種、減圧状態、被洗浄物などの負荷変動や電源

電圧の変動によって影響を受けます。発振器の周波数自動追尾機能および定電力制御機

能により、これらの変動に対して、最適な周波数と安定した出力電力で発振し、超音波発

生の安定化を図っています。 

－ 

異常表示機能 

異常発生時、発振器正面の表示器により異常検出内容を表示します。これにより、トラブ

ル要因が明確になり、迅速な解決に役立ちます。 

7.1 

I/O 機能 

1. リモートコントロール入力機能 

遠隔操作により、超音波発振の ON／OFF 制御ができます。 

2. 異常検出出力機能 

装置の異常発生時、異常を遠隔地に知らせます。発振器の状態を監視できます。 

3. 発振検出出力機能 

超音波の発振状態を遠隔地に知らせます。 

4. 電源 ON 検出出力機能 

発振器の電源状態を遠隔地に知らせます。 

5. センサ入力機能 

外部センサ（水位センサやワーク有無検出センサなど）からの異常検出信号によっ

て、発振器を異常停止させます。 

 

6.1 

 

6.2 

 

6.3 

 

6.4 

 

6.5 

4-20mA 出力機能 

出力電力に応じた 4-20mA 電流出力を行います。 

6.6 

通信機能（RS485 Modbus RTU プロトコル） 

発振器は Modbus RTU プロトコルを用いて、RS485 通信が可能です。これにより、発振

器の設定変更、および発振状態の読み出しが可能です。 

6.7 
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凡例 

本書では、次の「メモ」、「重要」の 2 つの記載が使用されています。 

 

メモ 

役に立つ情報を記載しています。 

 

 

重要 

知っておいていただきたい重要な情報を記載しています。 

 

 

本書の内容について不明な点や誤り、記載もれなどお気づきの点がございましたら、お手数ですが当社までご

連絡ください。 
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2 ご使用の前に 

安全のため、本製品を使用する前に、必ず、すべての記載内容をご確認のうえ、記載事項に従って使用してく

ださい。 

本製品は、日本国内で常時設置、稼動させる場合には、電波法により、最寄りの総務省電気通信管理局への届

出が義務づけられております。常時設置、稼動させる場合には付属の高周波利用設備申請書の届出を行ってく

ださい。 

2.1 安全にご使用いただくために 

注意事項の分類 

安全に関わる注意事項を、その危険の大きさの程度によって、次のように分類して説明しています。 

 

 
取り扱いを誤った場合、死亡もしくは重傷となる事故を招く恐れが特に高いもの。 

 
取り扱いを誤った場合、死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるもの。 

 
軽傷を負う可能性が想定されるか、または物的損害の発生する恐れのあるもの。 

 

本書内および本製品の図記号 

本書および本製品では、お守りいただく内容や禁止、注意事項について、次の図記号を使用しています。 

 

 

「してはいけないこと」を意

味しています。 
 

製品にこのマークが表示されてい

る場合、本書の該当箇所を参照して

いただく必要のあることを示して

います。 

 

「守らなければならない指

示事項」を意味しています。 
 

分解禁止 

 

空焚き禁止 

 

感電危険 

 

「アースを確実に取り付け

る」ことを指示しています。 
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2.2 安全上のご注意 

人への危害や故障、火災等の損害を未然に防ぐため、重要な内容を記載しています。 

よくお読みのうえ、注意事項を守ってご使用ください。 

 

 

内部に高電圧部分があります 

 

分解禁止 

本装置は、絶対に分解・改造・修理はしないでください。 

火災、感電、けがの原因になります。 

 

禁止 

ファンの吸い込み穴や排気穴に指や、ピンや工具などの金属物や異物を入れないで

ください。感電、けがの原因になります。 

 

本装置は防爆構造ではありません 

 

禁止 

引火性ガスや爆発性ガスが発生する恐れのある場所では絶対に使用しないでくださ

い。火災や爆発の恐れがあります。 

 

強力な超音波の放射があります 

 

禁止 

ペースメーカーを使用している人は、絶対に本装置を操作したり、本装置の近くで

作業をしたりしないでください。 

 

アース接続が必要です 

 

アースは、外れないように確実に接続してください。 

故障や漏電のときに感電、けがの原因になります。 

 

ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線には、絶対に接続しないでください。 

火災や爆発の恐れがあります。 
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電源電圧は、定格電圧±10％以内の電圧でご使用ください。 

定格外の電源電圧での使用は、故障や火災の原因になります。 

 

振動子コード、電源コードには高電圧、大電流の電気が流れているため、コネクタ

接続部はしっかりしめてください。 

感電や火災の原因になります。 

 

禁止 

発振器は、酸性やアルカリ性などの腐食性ガスが発生する場所に設置しないでくだ

さい。腐食により発振器の寿命を縮め、故障の原因になります。 

 

禁止 

本装置に使用する洗浄液は、引火性・可燃性のある液体を使用しないでください。 

 

空焚き禁止 

洗浄液がない状態（空焚き）で、本装置を絶対に動作させないでください。 

故障の原因になります。 

※ 液深は、振動子輻射面より 100mm 以上でご使用ください。 
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発振器は、使用周囲温度 5～40℃以内で使用してください。 

また、室内の環境温度が定格温度 5～40℃以内でも、設置条件により発振器近傍で

はそれ以上の温度になることがあるため、温度計でチェックし定格温度範囲内に収

めてください。 

範囲外での使用は発振器の寿命を縮め、故障の原因になります。 

 

振動子ユニットの使用液温度範囲は、5～80℃です。 

範囲外での使用は振動子の寿命を縮め、故障の原因になります。 

 

電源を接続する際は、1 台あたり 20A 以上のブレーカーを介して電源を供給してく

ださい。また、漏電ブレーカー感度電流は、1 台あたり 30mA 以上で使用してくだ

さい。 

 

本装置が接続されているブレーカーは、本装置が接続されていることが分かる表示

をすることで、本装置に異常があった場合にすみやかに遮断できる状態にしてくだ

さい。 

 

発振器の側面および背面の通気口をふさがないでください。また、側面から 80mm

以上、背面から 150ｍｍ以上のすき間を空けて設置してください。 

発振器内部の温度が上昇し、火災や故障の原因になります。 

 

洗浄物が振動子ユニットの超音波振動面に直接触れないようにしてください。 

直接触れると、洗浄効率が低下するだけでなく、故障の原因になります。 

※ 洗浄物の位置は、振動輻射面より 50ｍｍ以上でご使用ください。 

 

発振器は防水構造ではありませんので、液体がかからない場所に設置してくださ

い。発振器故障の原因になります。 

 

発振器と振動子ユニットは、セットで調整されています。 

発振器に接続する振動子ユニットは、発振器背面の機器銘板ラベルに記載されてい

る機械番号と同じ機械番号の振動子ユニットを接続してください。 

間違って接続すると、誤動作や故障の原因になります。 

 

禁止 

本装置には、強い酸性（PH6 以下）およびアルカリ性（PH10 以上）の洗浄液を使

用しないでください。有機溶剤や可燃性洗浄剤も使用しないでください。 

このような洗浄液を使用したい場合は、酸または、アルカリ性液体を別の容器に入

れ、その容器を、水を入れた洗浄槽に入れてご使用ください。 

 

禁止 

水溶系中性洗剤を使用する場合は、排水時に水質汚濁防止法等の法律、基準を守っ

てください。 
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禁止 

発振器は、通気のない密閉された箱に入れて使用しないでください。 

発振器内部の温度が上昇し、火災や故障の原因になります。 

2.3 その他の注意事項 

振動子コード・電源コードの設置、使用上に関する注意事項 

  振動子コード、電源コードなどの接続作業は、必ず電源を切ってから行ってください。 

 振動子コード、電源コードは防水構造ではありませんので、液体がかからない場所に設置してください。 

 振動子コード、電源コードは、強い力を加えた状態、ねじった状態で使用しないでください。 

 振動子コード、電源コードは、極端に曲げたり、小さく束ねたりしないでください。ノイズ放射やケーブ

ル発熱の原因になります。 

 振動子コード、電源コードの接続先を間違えないでください。感電や火災の原因になります。 

 電源コードは、付属のもの以外は使用しないでください。 

 電源コードは、タコ足配線やつなぎ合わせはしないでください。感電や火災の原因になります。 

 

発振器の設置、使用上に関する注意事項 

 発振器は、ほこり・ちり・ミスト等の発生が少ない場所に設置してください。発振器の通気口がほこり・

ちり・ミスト等にふさがれて通気冷却能力が低下し、故障の原因になります。 

 発振器は、周囲湿度 5～80%以内で、特に水滴がかからない湿気のない場所に設置してください。発振器

の寿命を縮め、故障の原因になります。 

 発振器は、直射日光の当たる場所や熱源の近くには置かないでください。発振器内部の温度が上昇し、故

障の原因になります。 

 発振器ケースの通気口に対して、定期的にゴミの付着を除去してください。通気口へのゴミ付着は放熱能

力を低下させ、発振器内部の温度上昇による故障の原因になります。 

 発振器を周囲温度が高い場所に設置する場合は、発振器をボックスに入れてクーラーなどで冷却し、発振

器内部の温度が上昇しないようにしてください。 

 発振器は、十分な強度を持つ、水平で振動のない場所に設置してください。振動により内部部品が損傷し、

故障の原因になります。 

 発振器は、3 台以上積み重ねて設置しないでください。 

 本装置は屋内仕様となっておりますので、必ず屋内で使用してください。 

 長期間使用しない場合は、１次側電源供給を遮断してください。 

 本装置の点検、メンテナンスをする場合は、必ず電源スイッチを OFF にして１次側電源供給を遮断して

ください。高電圧部があるため、感電する恐れがあります。 
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振動子ユニットの設置、使用上に関する注意事項 

 振動板タイプの振動子ユニットは、振動素子、配線部が防水構造ではありません。液体が絶対にかからな

い場所に設置し使用してください。 

 重い振動子ユニットを持ち上げたり、運搬したりする場合は、2 人以上で行うか、安全な吊り具を使用し

てください。 

 

I/O 端子への信号線の設置、使用上に関する注意事項 

 RS485 通信用信号線、4-20mA 出力用信号線、リモートコントロール入力用信号線、異常検出出力用信号

線、発振検出出力用信号線、電源 ON 検出出力用信号線、およびセンサ入力用信号線は、それぞれ 10ｍ以

内のシールド線を使用してください。発振器および信号線接続先の制御系にノイズが入り、誤動作の原因

になります。 

 発振器の電源コードおよび振動子コードの近くに、発振器制御用の信号線、または他装置の制御用信号線

を一緒にまとめないでください。発振器および他の制御系にノイズが入り、誤動作の原因になります。 

 リモートコントロールによる外部制御は、１回路で１台を制御するように接続してください。複数台を並

列や直列に接続して使用すると、誤動作や故障の原因になります。 

 信号線に電源電圧を供給しないでください。故障の原因になります。 

 

一般的な注意事項 

 発振器、振動子ユニット、コードなどに、濡れた手で不用意に触らないでください。 

 超音波洗浄中、洗浄槽の中に不用意に手を入れないでください。 

 洗浄液は汚れた状態で放置しないでください。汚れが振動面に堆積し、故障の原因になります。 

 本装置を保管する際は、直射日光を避け、温度 -15℃～60℃、湿度 10％～85％の結露のない状態で保管

してください。 

 発振器および振動子ユニットに付着した水分、洗浄液や汚れは、乾燥したウェスで拭き取ってください。 

 発振させたまま放置すると、洗浄液の温度が上昇し気化する可能性があります。洗浄液がなくなると空焚

きとなり、故障の原因になります。 

 発振器の筐体は電気亜鉛メッキ鋼板（SECC）を使用しています。電気亜鉛メッキ鋼板を侵食させる薬品

で発振器を拭かないでください。発振器故障の原因になります。 
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3 各部の名称とはたらき 

3.1 梱包物の確認 

本シリーズは、発振器と振動子ユニットのセットで構成されています。 

振動子ユニットとの組み合わせには以下の 2 種類があり、お客様が選択されたタイプの振動子ユニットセット

が梱包されています。 

 

 振動板タイプ 

 槽タイプ 

 

本体と付属品がそろっていることを確認してください。 

足りないもの、破損しているものがあった場合は、販売店または当社サポート窓口までご連絡ください。 

発振器 

梱包物 個数 

発振器 1 台 

電源コード（3m） 1 本 

制御ケーブルコネクタ（3 ピン） 1 個 

制御ケーブルコネクタ（6 ピン） 1 個 

制御ケーブルコネクタ（7 ピン） 1 個 

出力コネクタクランプ金具 2 個 

保証書付き取扱説明書（本書） 1 冊 

高周波利用設備申請書 1 式 

振動子ユニット 

セット名 梱包物 個数 

振動板タイプ 振動板タイプ振動子ユニット（標準品または特注品）*1 1 台 

槽タイプ 槽タイプ振動子ユニット（標準品または特注品）*1 1 台 

*1 振動子コード長 5m×2（標準品） 
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別売り部品 

お客様のご注文内容によっては、以下の別売り部品が同梱されている場合があります。 

ご注文内容を確認し、別売り部品がそろっていることを確認してください。 

 

品名 オプション品 

振動子ユニット 

（振動板タイプ） 

振動板取り付けパッキン 

振動板取り付け補助枠 

振動板取り付けネジ 
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3.2 各部の名称 

発振器 正面 

 

番号 名称 説明 

<1> 電源スイッチ（MAIN） 発振器の電源を ON/OFF する主電源スイッチです。 

電源電流過大時に保護遮断する機能を兼ねています。 

<2> 表示器 メッセージを表示します。 

<3> SELECT キー 各種設定の項目選択、設定値の変更に使用します。 

<4> MENU キー メニュー画面に入る、メニュー画面で変更した設定を決定して、メイン

画面に戻るのに使用します。 

<5> ESC キー メニュー画面で変更した設定を変更前の設定に戻して、メイン画面に戻

るのに使用します。 

<6> AL.ランプ 

（ALARM） 
異常時に点灯するランプです。 

<7> OP.ランプ 

（OPERATION） 
超音波発振 ON 時に点灯するランプです。 

<8> 排気口 発振器内部の熱を排気冷却するための排気口です。 

通気のため、側面空間は 80ｍｍ以上確保してください。 

 

<2>表示器 <3>SELECT キー <4>MENU キー 

<8>排気口 

<7>OP.ランプ <6>AL.ランプ 

<5>ESC キー 

<1>電源スイッチ 

（左右両側） 
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発振器 背面 

番号 名称 説明 

<1> 電源入力コネクタ 付属の電源コードを接続することで、電源電圧を供給するコネクタです。

電源電圧は、機器銘板の定格入力表示値±10％以内の電源電圧を供給し

てください。 

<2> CH1 

振動子出力コネクタ 

振動子ユニットの振動子コードを接続することで、振動子に電力を供給す

るコネクタです。発振器に接続する振動子ユニットは、発振器の機械番号

と同一機械番号の振動子ユニットを接続してください。 

発振器を複数台使用しているシステムの場合は、CH1/CH2 の表示が、

CH3/CH4,CH5/CH6,CH7/CH8,CH9/CH10,CH2/CH3,CH4/CH5,CH6/CH7, 

CH8/CH9 のいずれかになります。 

<3> CH2 

振動子出力コネクタ 

<4> I/O 端子 信号線を接続することで、各機能を使用する端子です。 

(1) [RS485] RS485 通信により発振器をリモートコントロールします。 

(2) [4-20] 出力電力に応じた 4-20mA 電流を出力します。 

(3) [SENS] 外部センサ（水位センサ、ワーク有無検出センサなど）からの異常検出信

号によって、発振器を異常停止させます。 

・端子間オープン：正常 

・端子間ショート：異常停止 

(4) [REM] 遠隔地から超音波発振の ON／OFF 制御ができます。 

・端子間オープン：発振 OFF 

・端子間ショート：発振 ON 

(5) [AL] 遠隔地に装置の異常を知らせます。 

・異常停止または電源 OFF：端子間オープン 

・正常：端子間ショート 

<6>機器銘板 

<5>ファン吸気口 

<3>CH2 振動子出力コネクタ 

<1>電源入力コネクタ 
<4>I/O 端子 

<2>CH1 振動子出力コネクタ 

<5>ファン吸気口 
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番号 名称 説明 

(6) [OSC] 遠隔地に超音波の発振状態を知らせます。 

・発振 OFF：端子間オープン 

・発振 ON：端子間ショート 

(7) [PWR] 遠隔地に発振器の電源状態を知らせます。 

・電源 OFF：端子間オープン 

・電源 ON：端子間ショート 

<5> ファン吸気口 発振器内部の熱を排気冷却するためのファン吸気口です。 

通気のため、背面空間は 150ｍｍ以上確保してください。 

<6> 機器銘板 型式、定格入力、定格出力、機械番号を表示した機器銘板です。 
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4 設置と接続 

本装置の設置、接続の手順を説明します。 

4.1 発振器の設置 

発振器は、十分に強度のある、水平で振動のない安定した場所で、水滴がかからない湿気のない場所に設置し

ます。 

 

 

以下の環境条件を満たす場所に設置してください。 

 周囲温度が 5～40℃以内の場所で、湿度 80％以下の結露のない場所 

 発振器の側面および背面の通気を妨げない場所 

 側面 80mm 以上、背面 150mm 以上のすき間をあけてください。 
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4.2 電源コードの接続 

準備 

あらかじめお客様がご用意された電源に、電源コードを接続します。 

下図を参考にしてください。 

 

 

メモ 

付属の電源コードの接続極性は以下のとおりです。 

緑線：アースに接続  白線：単相交流電源に接続  黒線：単相交流電源に接続 

手順 

1. 電源コードを、ブレーカー側（単相交流 200Ｖ～240V、50/60Hz）に接続します。 

 

 

 感電の危険を避けるため、接続前に必ずブレーカーの電源供給を遮断し、発振器の電源スイッチが

OFF になっていることを確認してから作業を行ってください。 

 本装置 1 台あたり 20A 以上のブレーカーを介して、電源を供給してください。また、漏電ブレー

カーの感度電流は、1 台あたり 30mA 以上を使用してください。 

 

2. 電源コードのプラグを発振器背面の電源入力コネクタに差し込み、固定リングが止まるまで、しっかりね

じ込みます。 

 

 

電源コードを発振器に接続する際は、電源供給を遮断してください。 

発振器の電源スイッチが ON のまま電圧が印加された電源コードを接続すると、発振器故障の原因にな

ります。 
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4.3 振動子ユニットの設置 

取り付け手順例（振動板タイプ振動子ユニット） 

1. 振動板の重量に対し、十分な強度を持ち、振動板の寸法に合った形状の洗浄槽を用意します。 

 

 

重要 

振動板の持ち運び、設置の際、振動板をたわませないよう、取り扱いには特に注意してください。 

振動子接着面が劣化することがあります。 

 

2. 振動板外周にスタッドボルドが付いてあるタイプは、洗浄槽底面の開口部に対して、①パッキン、②振動

板の順に置きます。スタッドボルドが、パッキンと洗浄槽底面のボルト貫通穴を貫通することを確認して

ください。 

3. 洗浄槽底面の裏側から補助枠を設置し、貫通したスタッドボルトにスプリングワッシャーを通しナットで

固定します。 

 

 

重要 

 締め付け後、超音波振動によりゆるみが発生することがあります。液漏れの原因になりますの

で、必ずゆるみ止め処理を施してください。 

 洗浄槽へ取り付けの際、使用する洗浄液の種類により接液用パッキンの材質が異なりますので、

洗浄液の種類に合った材質のものを選択してください。液に合わない材質を使用すると、液漏

れの原因になります。 

 

4. 振動子コードを洗浄槽の外に引き出し、発振器に接続します。 

 

 

メモ 

接続方法については、『4.4 振動子コードの接続』を参照してください。 
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4.4 振動子コードの接続 

振動子コードの発振器への接続 

振動子コードのプラグを発振器背面の振動子出力コネクタに差し込みます。 

 

 

重要 

発振器に振動子ユニットを接続する前に、必ず発振器背面に貼られている機械番号と振動子ユニッ

トの機械番号が合っていることを確認してください。 

機械番号が異なる発振器と振動子ユニットを接続した場合、誤動作や故障の原因になります。 
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5 使用方法 

ここでは、本装置の基本的な操作方法について説明します。 

本装置を使用する前に、設置・接続が完了していることを確認してください。 

5.1 準備 

1. 洗浄槽に洗浄液を入れます。 

 

 

 液深は、振動子輻射面より 100ｍｍ以上で使用してください 

 振動子ユニットの使用液温度範囲は、5～80℃です。 

 

2. 洗浄物を洗浄槽に入れます。 

 

 

 洗浄物の位置は、超音波振動面より 50ｍｍ以上で使用してください。 

 洗浄物の配置は、超音波振動面に対してできるだけ均一になるように配置してください。 

 

3. 発振器正面の電源スイッチが OFF になっていることを確認し、発振器に電源を供給しているブレーカー

を ON にします。 

 

 

リモートコントロールや RS485 による制御を行う場合は、正常動作することを確認したあと、各種設

定を行ってください。 

 

以上で、準備は完了です。 
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二重槽の使用上に関する注意事項 

洗浄液に薬液を使用する場合や金属イオンを嫌う半導体ウエーハ等の精密洗浄の場合は、石英ガラス等で製

作した水槽を二重槽として使用してください。 

二重槽の使用に際して、以下の内容を考慮した槽を製作することで効率が高い洗浄が可能になります。 

 

 超音波の減衰を少なく効率よく透過させるため、石英ガラスの場合は二重槽の底面の板厚を 3mm にしてく

ださい。 

 振動板と二重槽の底面の間に、気泡（空気層）が無いようしてください。二重槽の底面に気泡が溜まると

超音波の透過が悪くなります。溜まった気泡を排出するには、二重槽底面に角度を与え、気泡の浮力で排

出させます。また、二重槽底面の角度を 4°にすることで、超音波の減衰が少なく効率のよい洗浄ができま

す。ご使用状況によっては二重槽下面に水流を噴射することで溜った気泡を排出させることを推奨します。 

 振動面から二重槽底面までの距離は、50mm 以上にしてください。 

 二重槽の底面が水平な場合は、振動板から直進する超音波が二重槽の底面に反射し、振動板に反射波が戻

ります。超音波はその往復により、波が重なることで強め合ったり、弱め合ったりすることで不安定にな

ります。これにより振動子に異常振動が生じ、振動子や発振器は故障する原因になります。 

この現象に対し、発振器は異常検出し、超音波発振を自動停止する保護機能があります。振動板に反射板

が戻るような二重槽の据付けの場合には、振動板と二重槽の底面までの距離を広くとる、出力設定を下げ

る、反射波が戻らないように二重槽底面の角度を変えるなどにより対応してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

液深は

100mm 以上 

二重槽底面の角度は 4° 

二重槽 据付け（例） 

50mm 以上 



超音波洗浄機  W-357BM-1200 

22 

 

オーバーフロー機構の使用上に関する注意事項 

高品位な洗浄を保つためには、液温を一定温度に管理する必要があります。 

槽タイプ振動子ユニットの場合は、給水ホースを給水/排水ドレインに、排水ホースをオーバーフロー排水

ドレインに接続し、常に洗浄液を循環させることで液温を一定に保つオーバーフロー機構を使用します。 

オーバーフロー機能の使用に際して、以下の注意事項があります。 

 

 誤った配管作業により深水が低下しないことを稼動前に必ず確認してください。 

 オーバーフローをしない場合は、洗浄液は超音波により過熱され、1 時間程度の稼動で液温が 50℃以上に

なる場合があります。同時に洗浄槽も過熱され、やけど等の危険がありますので注意してください。 

 長時間稼動した場合、液温は上昇し、洗浄液が汚れてきます。その場合は、冷却器やフィルター等を使用

し洗浄品位の維持管理をしてください。 
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5.2 発振器の基本操作 

5.2.1 はじめに 

1. 電源電圧が 200～240V であること、電源コードが電源入力コネクタにしっかり接続されていることを確

認してください。 

2. 振動子コードが発振器背面の振動子出力コネクタに差し込まれていることを確認してください。 

3. 必要な I/O 端子への信号線が全て接続されていることを確認してください。 

 

5.2.2 電源の投入 

1. 発振器正面の電源スイッチ（MAIN）レバーを上にして ON にします。 

2. 表示器に「型名」と「プログラムバージョン」が表示されます。 

発振器を複数台使用しているシステムの場合は、振動子出力コネクタの「CH 番号」が表示されます。 

 

 

 

3. 2～3 秒後、メイン画面が表示されます。 

 

 

 

 

5.2.3 出力設定 

1. SELECT キーの「→」キーを押して ▶ を出力設定値の表示側に移動させます。 

2. SELECT キーの「↑」キーまたは、「↓」キーを押して、出力設定値を変更します。 

最小 200W から 最大 1200W までの範囲を 1W 単位で変更できます。 

 

 

 

出荷時の初期設定は、200W です。 

 

5.2.4 発振 ON/OFF 設定 

1. SELECT キーの「←」キーを押して ▶ を発振 ON/OFF 設定の表示側に移動させます。 

2. SELECT キーの「↑」キーを押して、発振を開始します。 

発振 ON/OFF 設定 表示が OFF から ON に変わります。 

 

 

 

 

 

 

W-357 BM-1200        

Ver. 1.020 

 

 ON[↑] / OFF[↓]  

▶OFF    /    200W 

 

 UP[↑] / DWN[↓]  

OFF    /  ▶ 600W 

 

■■■■■     50% 

▶ON  9:50/    600W 

 

BM-1200 CH1 CH2  

Ver. 1.020 

 

BM-1200 CH9 CH10  

Ver. 1.020 
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重要 

出力設定が高い状態で、発振 ON と OFF を短時間で繰り返さないでください。発振器の故障の原因に

なります。発振器が故障した場合は、表示器にエラーメッセージ「PWR CTRL ERROR （POWER 

CONTROL ERROR：出力制御異常）」が表示されます。 

  ON 表示の横の「＊＊：＊＊」は、タイマーの残り時間の表示です。 

この表示が 0：00 になると発振 OFF 設定になり、表示器の上段に「Time is up !!」が表示されます。 

タイマーの残り時間が 0：00 になる前に発振 OFF 設定にする場合は、▶ を ON 表示側に移動させ、 

SELECT キーの「↓」キーを押します。 

 

5.2.5 メニュー画面の設定 

1. 出力設定、発振 ON/OFF 設定 以外の項目の設定変更は、メニュー画面で行います。 

「MENU」キーを押すとメニュー画面に切り替わります。 

発振 ON 設定の場合は、自動的に発振 OFF 設定になります。 

メニュー画面の各項目の設定変更後に、メイン画面に戻る場合： 

・設定変更を 決定して 戻る場合は「MENU」キーを押します。 

・設定変更を 変更前に戻して 戻る場合は、「ESC」キーを押します。 

2. メニュー画面の項目選択は、SELECT キーの「←」キー または 「→」キーを押します。 

メニュー項目の表示順は、以下になります。 

1. REMOTE ⇔ 2.TIMER SET⇔ … ⇔ 13.INFORMATION ⇔ 1.REMOTE ⇔ …  

3. メニュー画面の各項目の設定値の変更は、SELECT キーの「↑」キー または 「↓」キーを押します。 

 

5.2.6 メニュー画面の項目 

1. REMOTE 

リモートコントロール入力機能（以下、リモートと表記）の 有効、無効（連続時間発振）、無効（定時間発

振）のいずれかを設定します。 

 ON： リモート 有効 

OFF（CONT）： リモート 無効（連続時間発振） 

OFF（TIMER）： リモート 無効（定時間発振） 

 

 

 

リモートを ON 設定にするとリモートコントロール入力機能が有効になります。 

SELECT キーによる発振 ON/OFF 設定は無効になります。 

使用方法は、『6.1 リモートコントロール入力機能』を参照してください。 

メイン画面には 「RMT」が表示されます。 

 

 

 

 

■■■■■     50% 

▶OFF  RMT/    600W 

 

1.REMOTE 

: 0N 

 

1.REMOTE 

: 0FF(TIMER) 

 

1.REMOTE 

: 0FF(CONT) 
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リモートを OFF（CONT）設定にすると SELECT キーによる発振 ON 設定後は、連続時間発振を行いま 

す。発振 OFF 設定にするまで超音波発振は停止しません。 

メイン画面には 「CONT」が表示されます。 

 

 

 

リモートを OFF（TIMER）設定にすると SELECT キーによる発振 ON 設定後は、設定したタイマー時間

が経過するまで超音波発振を行います。 

タイマー時間の設定方法は、「2.TIMER SET」を参照してください。 

出荷時の初期設定は、OFF（TIMER）設定です。 

 

2. TIMER SET 

リモートが OFF（TIMER）設定のときの超音波発振のタイマー時間 1～60 の値を設定します。（単位：分） 

設定した時間が経過すると自動的に発振を停止します。 

リモートが ON または OFF（CONT）設定のときは、「2.TIMER SET」の項目は表示されません。 

 

 

 

出荷時の初期設定は、10 分 です。 

 

3. OPERATING TIME 

超音波発振出力した積算時間を表示します。(時間：分：秒) 

時間表示のリセットはできません。 

 

 

 

 

4. OSC MODE 

発振モードの AM MODE（AM変調発振）または NORMAL（定電力制御発振）を設定します。 

AM MODE： AM 変調発振  

NORMAL： 定電力制御発振 

 

 

 

AM MODE は CH1 と CH2 の出力バランスの大きさが、常にサインカーブの同位相・逆位相の関係で変化

する AM 変調発振モードです。 

この発振モードにより洗浄槽内に水流を作り出し、洗浄ムラを少なくさせることができます。 

CH1 と CH2 の同位相・逆位相 CH を合算した（打ち消し合った）出力値が、出力設定値になります。 

サインカーブの周期の設定方法は、「5.AM TIME CYCLE」を参照してください。 

2.TIMER SET 

: 60min 

 

3.OPERATING TIME 

      0:01:23 

 

■■■■■     50% 

▶OFF  CONT/   600W 

 

4.OSC MODE 

       : NORMAL 

 

4.OSC MODE 

       : AM MODE 

 



超音波洗浄機  W-357BM-1200 

26 

 

 

AM MODE 設定時は、メイン画面には 「～」が表示されます。 

 

 

 

NORMAL は CH1 と CH2 の出力の合計が、出力設定値となる定電力制御発振モードです。 

出荷時の初期設定は、NORMAL（定電力制御発振）です。 

 

5. AM TIME CYCLE 

発振モードが AM MODE 設定のときの CH1、CH2 の出力バランスを変えるサインカーブ 周期 10～10000

の値を設定します。（単位：m sec） 

発振モードが NORMAL 設定のときは、「5.AM TIME CYCLE」の項目は表示されません。 

 

 

 

出荷時の初期設定は、1000 m sec です。 

 

6. STATUS DISP 

発振器の状態表示の有効／無効を設定します。 

 ON： 状態表示 有効 

OFF： 状態表示 無効 

 

 

 

状態表示 有効時は、メイン画面の上段表示に 出力バーグラフ表示 以外の状態表示が選択できるようにな

ります。発振器の稼動状態確認、超音波発振の調整などで使用します。 

出荷時の初期設定は、OFF（状態表示 無効）です。 

メニュー画面からメイン画面に戻ると ▶ が表示器の上段左に移動が可能になります。 

▶ が表示器の上段左にあるときに、SELECT キーの「↑」キー または 「↓」キーを押すことで状態表示

を変更できます。「ESC」キーを押すと CH1+CH2 合計 出力バーグラフ表示 になります。 

状態表示 有効時に表示される情報 

 ・CH1+CH2 合計 出力バーグラフ表示 

    

 

 

 ・CH1+CH2 合計 出力電力値 

    

 

 

 

5.AM TIME CYCLE 

      : 1000msec 

 

▶■■■■■    50% 

ON  9:50/    600W 

 

6.STATUS DISP 

: 0N 

 

 ▶1+2:  600W 

ON  9:40/    600W 

 

■■■■■     50% 

▶ON  9:50～   600W 
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 ・CH1 出力電力 CH1 PWM 開度 

    

 

 

 ・CH2 出力電力 CH2 PWM 開度 

    

 

 

 ・CH1 発振周波数 CH1 VCO 電圧 

    

 

 

 ・CH2 発振周波数 CH2 VCO 電圧 

    

 

 

 ・CH1 放熱器温度 CH2 放熱器温度 

    

 

 

・CPU 基板温度 

    

 

 

 

7. BUZZER SOUND 

キーの操作音、超音波発振の開始・終了音のブザー音の有効、無効を設定します。 

 ON： ブザー音 有効 

OFF： ブザー音 無効 

  リモート OFF（TIMER）設定時のタイマー切れ音と異常検出時のブザー音は、設定に関係なく有効です。 

 

 

 

出荷時の初期設定は、ON （ブザー音 有効）です。 

 

 

 

 

 

7.BUZZER SOUND 

: 0N 

 

 ▶1: 300W   PWM: 46% 

ON  9:30/    600W 

 

 ▶2: 300W   PWM: 51% 

ON  9:20/    600W 

 

 ▶1: 960kHz   2.50V 

ON  9:10/    600W 

 

 ▶2: 970kHz   2.60V 

ON  9:00/    600W 

 

 ▶1:32.3℃  2:32.2℃ 

ON  8:50/    600W 

 

▶CPU PCB: 30℃ 

ON  8:40/    600W 
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8. RS485 Baud Rate 

RS485 通信の伝送速度（ボーレート）38400bps、57600bps、115200bps のいずれかを設定します。 

使用方法は、『6.7 RS485 通信機能』を参照してください。 

 

 

 

出荷時の初期設定は、38400bps です。 

 

9. RS485 Parity 

RS485 通信のパリティチェック None（パリティなし）、Odd（奇数パリティ）、Even（偶数パリティ）の

いずれかを設定します。 

使用方法は、『6.7 RS485 通信機能』を参照してください。 

 

 

 

出荷時の初期設定は、None（パリティなし） です。 

 

10. RS485 Address 

RS485 通信の機器 ID（アドレス） 1～99 の範囲で設定します。 

使用方法は、『6.7 RS485 通信機能』を参照してください。 

 

 

 

出荷時の初期設定は、0 です。 

 

11. OSC HISTORY 

リモートコントロール入力機能が有効または無効のときに発振 ON/OFF した回数を表示します。 

異常検出による超音波発振の自動停止はカウントされません。 

回数表示のリセットはできません。 

・REMOTE ON ：リモート 有効のとき 

 

 

 

・REMOTE OFF ：リモート 無効のとき 

 連続時間発振（CONT）と 定時間発振（TIMER）設定のときにカウントされます。  

 

 

 

出荷時の初期設定は、全て 0 です。 

8.RS485 Baud Rate 

: 38400bps 

 

9.RS485 Parity 

: None 

 

10.RS485 Address 

:  0 

 

11.OSC HISTORY 

ON:   0 OFF:   0 

 

 

11.OSC HISTORY 

◆REMOTE ON 

 

 

11.OSC HISTORY 

ON:   0 OFF:   0 

 

 

 

11.OSC HISTORY 

◇REMOTE OFF 
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12. ERROR HISTORY 

異常検出されたときに各エラーメッセージを表示した回数を表示します。 

エラーメッセージ省略表示の末尾「1」「2」表示は、CH番号を表しています。 

回数表示のリセットはできません。 

 ・PLL ERROR の場合 

    

 

 

 ・VCO ERROR の場合 

    

 

 

・TEMP ERROR の場合 

    

 

 

・CURRENT ERROR の場合 

    

 

 

・PMW ERROR の場合 

    

 

 

・SENSOR ERROR の場合 

    

 

 

出荷時の初期設定は、全て 0 です。 

 

13. INFORMATION 

装置の情報を表示します。 

装置の型式略号とプログラムバージョンが表示されます。 

発振器を複数台使用しているシステムの場合は、CH 番号も表示されます。 

 

 

 

 

 

12.ERROR HISTORY 

PL1:  0 PL2:  0 

 

12.ERROR HISTORY 

VC1:  0 VC2:  0 

 

12.ERROR HISTORY 

TM1:  0 TM2:  0 

 

12.ERROR HISTORY 

CU1:  0 CU2:  0 

 

12.ERROR HISTORY 

PW1:  0 PW2:  0 

 

12.ERROR HISTORY 

SNSR:  0 

 

13.INFORMATION 

  BM-1200 Ver1.020 
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6 I/O機能 

ここでは、発振器背面にある I/O 端子を利用した、以下の機能の使用方法を説明します。 

 

 リモートコントロール入力機能 

 異常検出出力機能 

 発振検出出力機能 

 電源 ON 検出出力機能 

 センサ入力機能 

 4-20mA 出力機能 

 RS485 通信機能 
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6.1 リモートコントロール入力機能 

遠隔操作により、超音波発振の ON／OFF 制御する機能です。 

準備 

1. I/O 端子の[REM]端子（6P コネクタ、5-6 番）に、リモートコントロール入力用信号線を接続します。 

 

 

メモ 

信号線は被覆を剥き、精密ドライバー(－)を使用して端子に接続してください。 

6P コネクタの発振器内部の配線は、5 番ピン: +5V プルアップ（10kΩ）、6 番ピン: GND になっ

ています。 

 

2. メニュー画面の「1.REMOTE」設定を ON にします。 

i) メイン画面表示のときにリモートコントロール機能が有効になります。 

ii) 表示器の下段に「RMT」が表示されます。 

使用方法 

[REM]端子（6P コネクタ、5-6 番間）を、外部接点（無電圧接点）によりショート／オープンさせることで、

超音波発振を ON／OFF することができます。 

端子間の状態と超音波発振の状態の関係を下表に示します。 

[REM]端子間の状態 超音波発振の状態 接続する信号線 

オープン 発振 OFF リモートコントロール入力用信号線 

（2 本）※シールド線 ショート 発振 ON 

リモートコントロール設定が ON のときは、SELECT キーによる発振 ON/OFF 設定はできません。 

 

 

重要 

 [REM]端子間に接続する外部接点信号は、接点定格 DC12V、0.1A 以上の無電圧接点（スイッチ

やリレー接点等）を使用してください。 

 洗浄槽に洗浄液がない状態で、「REMOTE」設定を ON かつ[REM]端子間ショートにしたまま電

源を供給しないでください。空焚きとなり、振動子故障の原因になります。 

特に電源スイッチを ON にする際は注意してください。 

 リモートコントロールによる外部制御は、１回路で１台を制御するように接続してください。

複数台を並列や直列に接続して使用すると、誤動作や故障の原因になります。 

 ノイズによる誤動作防止のため、信号線は 10m 以内のシールド付きケーブルを使用してくださ

い。 

 ノイズ誘導抑制のため、信号線は電源コード、振動子コードおよびその他動力線と分離して配

線してください。 
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6.2 異常検出出力機能 

本装置の異常発生時、異常信号を遠隔地へ出力する機能です。発振器の状態を監視できます。 

準備 

I/O 端子の[AL]端子（7P コネクタ、1-2 番）に、異常検出出力用信号線を接続します。 

 

 

メモ 

信号線は被覆を剥き、精密ドライバー(－)を使用して端子に接続してください。 

7P コネクタの発振器内部の配線は、2 番ピン,4 番ピン,6 番ピンが COM 端子 になっています。 

使用方法 

[AL]端子間の接点状態（オープン／ショート）を確認することで、発振器の状態を監視できます。 

[AL]端子は、フォトリレー接点出力です。 

端子間の状態と超音波発振の状態の関係を下表に示します。 

[AL]端子間の状態 発振器の状態 接続する信号線 

オープン 異常停止 または 電源 OFF 異常検出出力用信号線（2 本） 

※シールド線 ショート 正常 

 

 

重要 

 [AL]端子間フォトリレーの接点定格は DC30V、0.1A です。定格を越える電圧・電流は故障の原

因になりますので、使用しないでください。 

 ノイズによる誤動作防止のため、信号線は 10m 以内のシールド付きケーブルを使用してくださ

い。 

 ノイズ誘導抑制のため、信号線は電源コード、振動子コードおよびその他動力線と分離して配

線してください。 

 

  



超音波洗浄機  W-357BM-1200 

33 

 

6.3 発振検出出力機能 

発振器が超音波発振しているかどうかの発振信号を遠隔地へ出力する機能です。超音波発振の状態を監視でき

ます。 

準備 

I/O 端子の[OSC]端子（7P コネクタ、3-4 番）に、発振検出出力用信号線を接続します。 

 

 

メモ 

信号線は被覆を剥き、精密ドライバー(－)を使用して端子に接続してください。 

7P コネクタの発振器内部の配線は、2 番ピン,4 番ピン,6 番ピンが COM 端子 になっています。 

使用方法 

[OSC]端子間の接点状態（オープン／ショート）を確認することで、超音波発振の状態を監視できます。 

[OSC]端子は、フォトリレー接点出力です。 

端子間の状態と超音波発振の状態の関係を下表に示します。 

[OSC]端子間の状態 超音波発振の状態 接続する信号線 

オープン 発振 OFF 発振検出出力用信号線（2 本） 

※シールド線 ショート 発振 ON 

 

 

重要 

 [OSC]端子間フォトリレーの接点定格は DC30V、0.1A です。定格を越える電圧・電流は故障の

原因になりますので、使用しないでください。 

 ノイズによる誤動作防止のため、信号線は 10m 以内のシールド付きケーブルを使用してくださ

い。 

 ノイズ誘導抑制のため、信号線は電源コード、振動子コードおよびその他動力線と分離して配

線してください。 
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6.4 電源 ON 検出出力機能 

発振器の電源が ON しているかどうかの電源 ON 信号を遠隔地へ出力する機能です。発振器の電源状態を監視

できます。 

準備 

I/O 端子の[PWR]端子（7P コネクタ、5-6 番）に、電源 ON 検出出力用信号線を接続します。 

 

 

メモ 

信号線は被覆を剥き、精密ドライバー(－)を使用して端子に接続してください。 

7P コネクタの発振器内部の配線は、2 番ピン,4 番ピン,6 番ピンが COM 端子 になっています。 

使用方法 

[PWR]端子間の接点状態（オープン／ショート）を確認することで、発振器の電源状態を監視できます。 

[PWR]端子は、フォトリレー接点出力です。 

端子間の状態と超音波発振の状態の関係を下表に示します。 

[PWR]端子間の状態 発振器の状態 接続する信号線 

オープン 電源 OFF 電源 ON 検出出力用信号線（2 本） 

※シールド線 ショート 電源 ON 

 

 

重要 

 [PWR]端子間フォトリレーの接点定格は DC30V、0.1A です。定格を越える電圧・電流は故障の

原因になりますので、使用しないでください。 

 ノイズによる誤動作防止のため、信号線は 10m 以内のシールド付きケーブルを使用してくださ

い。 

 ノイズ誘導抑制のため、信号線は電源コード、振動子コードおよびその他動力線と分離して配

線してください。 

 

  



超音波洗浄機  W-357BM-1200 

35 

 

6.5 センサ入力機能 

外部センサ（水位センサやワーク有無検出センサなど）からの異常検出信号によって、発振器を異常停止させ

る機能です。 

準備 

I/O 端子の[SENS]端子（6P コネクタ、3-4 番）に、センサ入力用信号線を接続します。 

 

 

メモ 

信号線は被覆を剥き、精密ドライバー(－)を使用して端子に接続してください。 

6P コネクタの発振器内部の配線は、3 番ピン: +5V プルアップ（10kΩ）、4 番ピン: GND になっ

ています。 

使用方法 

[SENS]端子（6P コネクタ、3-4 番間）を、外部接点（無電圧接点）によりショート／オープンさせることで、

発振器を異常停止／正常状態にすることができます。 

端子間の状態と超音波発振の状態の関係を下表に示します。 

[SENS]端子間の状態 発振器の状態 接続する信号線 

オープン 正常 センサ入力用信号線（2 本） 

※シールド線 ショート 異常停止 

異常停止状態とは、以下の状態のことです。 

・超音波 発振 OFF 状態 

・ [OSC]端子間オープン状態（発振検出出力機能） 

・発振器正面の表示器に「SENSOR ERROR」のエラーメッセージ表示 

・発振器正面の AL.ランプ ”点灯” 

・ [AL]端子間オープン状態（異常検出出力機能） 

 

 

重要 

 [SENS]端子間に接続する外部接点信号は、接点定格 DC12V、0.1A 以上の無電圧接点（スイッ

チやリレー接点等）を使用してください。 

 複数の外部センサを用いて制御する場合は、センサ毎にセンサ入力用信号線をご用意して、I/O

端子の[SENS]端子で並列接続をしてください。 

 ノイズによる誤動作防止のため、信号線は 10m 以内のシールド付きケーブルを使用してくださ

い。 

 ノイズ誘導抑制のため、信号線は電源コード、振動子コードおよびその他動力線と分離して配

線してください。 
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6.6 4-20mA 出力機能 

出力電力[W]に応じた 4-20mA 電流を出力する機能です。 

準備 

I/O 端子の[4-20]端子（6P コネクタ、1-2 番）に、4-20mA 出力用信号線を接続します。 

 

 

メモ 

信号線は被覆を剥き、精密ドライバー(－)を使用して端子に接続してください。 

6P コネクタの 2 番ピン（ー端子）は、他信号とは絶縁されています。 

使用方法 

超音波の出力電力に応じて、4～20mA の電流を出力します。 

出力電流 / 出力電力の関係 ： 4mA / 0W（超音波発振 OFF）～ 20mA / 1200W 

最大出力電力時は、4-20mA の電流値が不安定になる場合があります。その場合は、出力電力を 1～2W 下げて

ください。 

 

[4-20]端子 接続する信号線 

1 番ピン：＋ 4-20mA 出力用信号線（2 本） 

※シールド線 2 番ピン：－ 

 

 

重要 

 ノイズによる誤動作防止のため、信号線は 10m 以内のシールド付きケーブルを使用してくださ

い。 

 ノイズ誘導抑制のため、信号線は電源コード、振動子コードおよびその他動力線と分離して配

線してください。 
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6.7 RS485 通信機能 

Modbus RTU プロトコルを用いた RS485 通信により、発振器の設定変更、および発振状態の読み出しを行う

機能です。 

RS485 仕様と機能 

●RS485 仕様 

項目 仕様 

通信プロトコル Modbus（RTU） 

電気的特性 EIA RS485 に準拠 

通信方式 2 線式半二重（ポーリングセレクティング方式） 

同期方式 調歩同期式 

伝送速度 38400, 57600, 115200 bps 

※メニュー画面で設定 

スタートビット 1 ビット 

データ長 8 ビット 

パリティチェック パリティなし（None）奇数パリティ（Odd）偶数パリティ（Even） 

※メニュー画面で設定 

ストップビット 1 ビット 

デリミッタ 3.5 文字サイレントインターバル 

文字コード バイナリコード 

伝送制御手順 無手順 

接続台数 32 台まで可能（ホスト含む） 

機器 ID（アドレス） 1～99 の範囲で任意設定 

※メニュー画面で設定 

※初期設定は“0”です 

最大線路長 合計 1200m 

エラーチェック CRC 

応答速度 10 文字分の時間以内 

 

●機能 

ファンクションコード ファンクション名 機能 

03 Read Holding Register Holding Register の内容を読み出す 

04 Read Input Register Input Register の内容を読み出す 

06 Preset Single Register Holding Register の内容を変更する（書き込む） 

08 Diagnostics ループバックテスト 
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●データ領域とファンクションコード（FC）の関係 

 

準備 

●配線図 

 

 

RS485 変換器 

アドレス 1 

アドレス 2 

アドレス 9 

アドレス 10 

FC = 03 

FC = 06 

FC = 04 

Read 

Write 

Read 

データ領域 

・
・
・ 

BM-1200 発振器 1 

BM-1200 発振器 2 

BM-1200 発振器 9 

BM-1200 発振器 10 

ケーブル 

PC 等 

ホスト 

RS485 変換器と接続最終機器の 

A-B 間に 100Ωの終端抵抗を接続して
ください。 

Input Register 

Read のみ可能な領域 

（計測値など） 

Holding Register 

Read と Write が可能な領域 

（設定値など） 
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1. I/O 端子の[RS485]端子（3P コネクタ、1-3 番）に、RS485 通信用信号線を接続します。 

 

 

メモ 

信号線は被覆を剥き、精密ドライバー(－)を使用して端子に接続してください。 

3P コネクタの 3 番ピン（GND）は、他信号の GND とは絶縁されています。 

 

2. RS485 変換器の A(+)端子と、すべての機器の A(+)端子を接続します。 

3. RS485 変換器の B(-)端子と、すべての機器の B(-)端子を接続します。 

4. RS485 変換器の GND 端子と、すべての機器の GND 端子を接続します。 

5. メニュー画面の「8.RS485 Baud Rate」設定で伝送速度: 38400bps, 57600bps, 115200bps のいずれかを

設定します。 

6. メニュー画面の「9.R485 Parity」設定でパリティチェック: パリティなし（None）,奇数パリティ（Odd）,

偶数パリティ（Even） のいずれかを設定します。 

7. メニュー画面の「10.R485 Address」設定で機器 ID アドレス: 1～99 の範囲で任意に設定します。 

8. RS485 変換器（変換器を使用しない場合はマスター機器）と接続最終機器の A-B 間に 100Ω(1/4W)の終

端抵抗を接続してください。 

 

[RS485]端子 接続する信号線 

1 番ピン：A（＋） RS485 通信用信号線(3 本） 

※2 芯シールド線 2 番ピン：B（－） 

3 番ピン：GND 

 

 

重要 

 GND 端子は、背面の金属部やアースとは接続しないでください。 

 RS485 変換器、信号線、終端抵抗はお客様側でご用意ください。信号線は 2 芯シールド線(ケー

ブル)を推奨します。 
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メッセージ形式（Slave からデータを読み出す場合） 

ファンクションコードは 03 または 04 を指定します。 

 

●Master（PC）→Slave（BM-1200）への処理要求メッセージ形式 

名称 説明 バイト数 

アドレス Slave 側のアドレスを指定します。 

1～99 の範囲で指定してください（BM-1200 のメニュー画面 

「10.R485 Address」設定の機器 ID アドレスと合わせてくださ

い）。 

1 

ファンクションコード 03、または 04 を指定します。 

03：Holding Register から読み出し 

04：Input Register から読み出し 

1 

レジスタアドレス 読み出しを行うレジスタの先頭アドレスを指定します。 

実際のレジスタアドレスより 1 小さくしてください 

（レジスタ 4 を読む→3、レジスタ 18 を読む→17）。 

2 

読み出しレジスタ数 読み出すレジスタ数を指定します。 2 

CRC エラーチェック部です。 

詳細は「CRC 算出方法」を参照してください。 

2 

 

アドレス 1、ファンクションコード 03、レジスタアドレス 21、1 レジスタ分のデータを読み出す場合の例

を、以下に示します。 

 

【処理要求メッセージ（16 進数表記）】 

アドレス ファンクションコード レジスタアドレス 読み出しレジスタ数 CRC 

01 03 00 14 00 01 C4 0E 

 

 

メモ 

レジスタアドレスは－1 して送られるので、0x0014 となります。 
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●Slave（BM-1200）→Master（PC）への応答メッセージ形式 

Slave 側が正常に動作している場合のメッセージは以下のとおりです。 

Slave 側でエラーが発生した際のメッセージは、「例外レスポンス」を参照してください。 

名称 説明 バイト数 

アドレス Master から送られてきたメッセージに含まれているアドレスと同

じ数値になります。 

1 

ファンクションコード Master から送られてきたメッセージに含まれているファンクショ

ンコードと同じ数値になります。 

1 

読み出しデータのバイト数 読み出したデータのバイト数です。 1 

読み出しデータ 読み出したデータです。 2～254 

CRC エラーチェック部です。 

詳細は「CRC 算出方法」を参照してください。 

2 

 

アドレス 1、ファンクションコード 03、レジスタアドレス 4、読み出しレジスタ 3 のメッセージが送られて

きた場合の例を、以下に示します。 

 

【応答メッセージ（16 進数表記）】 

アドレス ファンクシ

ョンコード 

読み出し

バイト数 

読み出しデータ CRC 

データ 1 データ 2 データ 3 

01 03 06 01 F4 03 E8 00 02 90 C0 
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メッセージ形式（Slave にデータを書き込む場合） 

ファンクションコードは 06 を指定します。 

 

●Master（PC）→Slave（BM-1200）への処理要求メッセージ形式 

名称 説明 バイト数 

アドレス Slave 側のアドレスを指定します。 1 

ファンクションコード 06 を指定します。 

06：単一レジスタへの書き込み 

1 

レジスタアドレス 書き込みを行うレジスタアドレスを指定します。 

実際のレジスタアドレスより 1 小さくしてください。 

2 

書き出しデータ レジスタに書き込むデータを指定します。 2 

CRC エラーチェック部です。 

詳細は「CRC 算出方法」を参照してください。 

2 

 

●Slave（BM-1200）→Master（PC）への応答メッセージ形式 

Slave 側が正常に動作している場合は、Master から送られてきたメッセージと同一のメッセージを返信しま

す。 

Slave 側でエラーが発生した際のメッセージは、「例外レスポンス」を参照してください。 

アドレス 21、レジスタアドレス 113、書き込みデータ 333 の場合の例を、以下に示します。 

 

【処理要求メッセージ（16 進数表記）】 

アドレス ファンクションコード レジスタアドレス 書き込みデータ CRC 

15 06 00 70 01 4D 4A A0 

 

 

メモ 

レジスタアドレスは－1 して送るので、0x0070 とします。 

 

【応答メッセージ（16 進数表記）】 

アドレス ファンクションコード レジスタアドレス 書き込みデータ CRC 

15 06 00 70 01 4D 4A A0 
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例外レスポンス 

Slave 側でエラーが発生した際は、正常時の応答メッセージの代わりに例外レスポンスを返信します。 

例外レスポンスには、例外の内容を示す数値（例外コード）が含まれています。 

 

【例外コード】 

コード 名称 説明 

01 ILLEGAL FUNCTION 未対応のファンクションコードを指定した。 

02 ILLEGAL DATA ADDRESS 指定されたレジスタアドレスが存在しない。 

03 ILLEGAL DATA VALUE Slave に対して書き込むことのできないデータを指定した。 

 

●Slave（BM-1200）→Master（PC）への応答メッセージ形式（例外発生時） 

Slave（BM-1200）が不適切な要求を検知した場合は、正常時の応答メッセージの代わりに例外レスポンス

を返信します。 

名称 説明 バイト数 

アドレス Master から送られてきたメッセージに含まれているアドレスと同

じ数値になります。 

1 

ファンクションコード Master から送られてきたメッセージに含まれているファンクショ

ンコードに「0x80」を足した数値になります。 

1 

例外コード 例外の内容を示す数値が入ります。 

詳細は「例外コード」を参照してください。 

1 

CRC エラーチェック部です。 

詳細は「CRC 算出方法」を参照してください。 

2 

 

アドレス 1、ファンクションコード 03、レジスタアドレス 1000、1 レジスタ分のデータを読み出し、応答

で ILLEGAL DATA ADDRESS（指定されたレジスタアドレスが存在しない）が返された場合の例を、以下に

示します。 

 

【処理要求メッセージ（16 進数表記）】 

アドレス ファンクションコード レジスタアドレス 読み出しレジスタ数 CRC 

01 03 03 E7 00 01 34 79 

 

 

メモ 

レジスタアドレスは－1 して送るので、0x03E7 とします。 

 

【応答メッセージ（16 進数表記）】 

アドレス ファンクションコード 例外コード CRC 

01 83 02 C0 F1 
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CRC 算出方法 

CRC は、各メッセージの CRC を除いた部分を用いて算出します。 

アドレス 1、ファンクションコード 03、レジスタアドレス 21、1 レジスタ分のデータを読み出す場合の例を、

以下に示します。 

 

【処理要求メッセージから CRC を除いた部分（16 進数表記）】 

アドレス ファンクションコード レジスタアドレス 読み出しレジスタ数 CRC 

01 03 00 14 00 01 － － 

 

CRC の算出方法を以下に示します。 

CRC の値を X とし、X の初期値は 0xFFFF とします。 

 

【CRC の算出方法】 

処理番号 計算内容 X の値 論理積 

1 1 バイト目の値（アドレス値：01）と X の排他的論理和（XOR）を取

り、計算結果を X に代入します。 

0xFFFE - 

2.1 X と 0x0001 の論理積（AND）を取り、AND が 0 か 1 を保持します。 0xFFFE 0 

2.2 X を 1 ビット右にシフトさせ、計算結果を X に代入します。 0x7FFF 0 

2.3 2.1 の AND の結果が 1 だった場合のみ： 

X と 0xA001 の XOR を取り、計算結果を X に代入します。 

0x7FFF 0 

2.4 2.1→2.3 を 8 回繰り返します。 0x807E - 

3 1 に戻り、下記のように処理を繰り返すことで、すべての値に対して

計算を行います。 

2 バイト目の値（ファンクションコード値：03）⇒ 

3 バイト目の値（レジスタ位置上位バイト値：00）… 

- - 

4 X の数値が求まりました。 0x0EC4  

5 X の数値の下位バイト（C4）が CRC の上位バイト部分に、X の数値

の上位バイト（0E）が CRC の下位バイト部分になります。 

- - 

 

実際に送信される処理要求メッセージは、以下のとおりです。 

 

【処理要求メッセージ（16 進数表記）】 

アドレス ファンクションコード レジスタアドレス 読み出しレジスタ数 CRC 

01 03 00 14 00 01 C4 0E 
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通信タイミングについての注意 

Master（PC）が Slave（BM-1200）からの応答メッセージを受信してから、3.5 キャラクタの待機時間が経過

するまでは PC から BM-1200 への処理要求メッセージを送信しないでください。 

待機時間の計算方法と計算例を示します。 

 

●1 キャラクタのデータ構成 

 スタート 

ビット 

データビット パリティ ストップ 

ビット 

 

 1bit 8bit 0 or 1bit 1bit  

 

●応答メッセージの待機時間 

 

アドレス ファンクシ

ョンコード 

読み出し

バイト数 

読み出しデータ CRC 

データ 1 

01 03 02 00 01 79 84 

 

 

●待機時間の計算式と計算例（3.5 キャラクタ分） 

 

【計算式】 

3.5 キャラクタの待機時間[m sec] = 3.5 キャラクタのビット数 ÷ 通信速度[bps] × 1000 

 

【計算例】 

●通信速度 57600bps、パリティ Even、ストップビット 1bit の場合 

 3.5 キャラクタの待機時間[m sec] = 11bit × 3.5 ÷ 57600 × 1000 ≒ 0.67m sec 

 ※待機時間は 0.67m sec よりも長くしてください。 

 

1 キャラクタ 

（1 バイト） 

3.5 キャラクタ分の 

待機時間 
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レジスタ一覧 

ここでは、レジスタの値の扱い方と、各レジスタの機能について説明します。 

 

●レジスタの値の扱い方 

1 つのレジスタには、上位 1 バイト、下位 1 バイトの計 2 バイト（16 ビット）の値が割り当てられていま

す。 

値の扱い方はレジスタによって異なり、「2 バイト整数値」「ビットフィールド」の 2 種類に分かれています。 

レジスタの多くは、「2 バイト整数値」として値を扱いますが、一部のレジスタは「ビットフィールド」で値

を扱います。 

「ビットフィールド」で値を扱う場合は、各レジスタの説明欄にその旨を記載しています。 

以下、【上位バイト（16 進数）,下位バイト（16 進数）】という記述で、2 バイトの値を示します。 

 

●2 バイト整数値 

上位バイトと下位バイトの計 2 バイトをつなげて数値として表現します。 

バイトの並びはビッグエンディアンです。 

 

例：値が【0x04,0x06】の場合→【0x0406】→1030 

 

●ビットフィールド 

2 バイト値（16 ビット）の各ビットをフラグとして使用します。 

各ビットには、値が「0」、「1」の場合の役割が設定してあり、役割に応じてビットの「0」と「1」を切り替

えます。 

役割がないビットの値を変更しても動作に影響はありません。 

 

例：Input Register レジスタ 11（STATUS_F1）の値が【0x0100】の場合（ビット番号は 0～15 とする） 

ビット番号 値 状態 

0 0 （役割なし） 

1 0 PLL エラーは発生していない 

2 0 VCO エラーは発生していない 

3 0 TEMP エラーは発生していない 

4 0 CURRENT エラーは発生していない 

5 0 PWM エラーは発生していない 

6 0 SENSOR エラーは発生していない 

7 0 SCI エラーは発生していない 

8 1 超音波が発振 ON 状態である 

9-15 0 （役割なし） 
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●Input Register（ファンクションコード 04 読み取り専用レジスタ）の機能 

レジスタ 項目名 初期値 最小値 最大値 機能 

1 Version － － － プログラムバージョン 

例：V1.020 → 読み出し値：1020 

2 US_TIME_S 0 － － 累積超音波発振時間の時間（秒）です。 

3 US_TIME_M 0 － － 累積超音波発振時間の時間（分）です。 

4 US_TIME_H 0 － － 累積超音波発振時間の時間（時間）で

す。 

9 OSC_TIMER － － － 発振タイマーカウンタ（単位：sec） 

リモート OFF（TIMER）設定時のタイマ

ー時間です。 

例：3536sec → 読み出し値：3536 

他の設定時は、「０」表示になります。 

10 TEMP_CPU_BOARD － － － CPU 基板温度（単位：℃） 

例：29.4℃ → 読み出し値：294 

11 STATUS_F1 － － － CH1 のステータス 

ビットフィールドとして使用します。 

Bit 0     ：（未使用） 

Bit 1     ：PLL エラー 

Bit 2     ：VCO エラー 

Bit 3     ：TEMP エラー 

Bit 4     ：CURRENT エラー 

Bit 5     ：PWM エラー 

Bit 6     ：SENSOR エラー 

Bit 7     ：SCI エラー 

Bit 8     ：超音波発振 ON／OFF 状態 

Bit 9～15 ：（未使用） 

・値とステータスの関係は、以下です。 

Bit 1～7 

0：異常発生していない 

1：異常発生している 

Bit 8 

0：超音波 発振 OFF 状態 

1：超音波 発振 ON 状態 

12 VALUE_POW1 － － － CH1 の出力電力値（単位：W） 

例：600W → 読み出し値：600 

16 VALUE_VCO1 － － － CH1 の VCO 電圧（単位：V） 

例：2.10V → 読み出し値：210 
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17 VALUE_PWMDUTY1 － － － CH1 の PWM 開度（単位：%） 

例：29% → 読み出し値：29 

18 VAL_FREQ1 － － － CH1 の発振周波数（単位：Hz） 

（発振周波数／100Hz） 

例：970.9kHz → 読み出し値：9709 

20 TEMP_HEAT_SINK1 － － － CH1 の放熱器温度（単位：℃） 

例：35.8℃ → 読み出し値：358 

21 STATUS_F2 － － － CH2 のステータス 

「STATUS_F1」参照 

22 VALUE_POW2 － － － CH2 の出力電力値 

「VALUE_POW1」参照 

26 VALUE_VCO2 － － － CH2 の VCO 電圧 

「VALUE_ VCO1」参照 

27 VALUE_PWMDUTY2 － － － CH2 の PWM 開度 

「VALUE_ PWMDUTY1」参照 

28 VAL_FREQ2 － － － CH2 の発振周波数 

「VALUE_ FREQ1」参照 

30 TEMP_HEAT_SINK2 － － － CH2 の放熱器温度 

「TEMP_HEAT_SINK1」参照 

51 PLL_ERR1_CNT － － － CH1 の PLL ERROR 発生回数 

例：10 回 → 読み出し値：10 

52 VCO_ERR1_CNT － － － CH1 の VCO ERROR 発生回数 

例：10 回 → 読み出し値：10 

53 TEMP_ERR1_CNT － － － CH1 の TEMP ERROR 発生回数 

例：10 回 → 読み出し値：10 

54 CUR_ERR1_CNT － － － CH1 の CURRENT ERROR 発生回数 

例：10 回 → 読み出し値：10 

55 PWM_ERR1_CNT － － － CH1 の PWM ERROR 発生回数 

例：10 回 → 読み出し値：10 

56 SNSR_ERR1_CNT － － － SENSOR ERROR 発生回数 

例：10 回 → 読み出し値：10 

61 PLL_ERR2_CNT － － － CH2 の PLL ERROR 発生回数 

「PLL_ERR1_CNT」参照 

62 VCO_ERR2_CNT － － － CH2 の VCO ERROR 発生回数 

「VCO_ERR1_CNT」参照 

63 TEMP_ERR2_CNT － － － CH2 の TEMP ERROR 発生回数 

「TEMP_ERR1_CNT」参照 

64 CUR_ERR2_CNT － － － CH2 の CURRENT ERROR 発生回数 

「CUR_ERR1_CNT」参照 
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65 PWM_ERR2_CNT － － － CH2 の PWM ERROR 発生回数 

「PWM_ERR1_CNT」参照 

66 SNSR_ERR2_CNT － － － SENSOR ERROR 発生回数 

「SNSR_ERR1_CNT」と同じ値です。 

71 ON_RMTON_CNT － － － REMOTE ON 設定時の発振 ON 回数 

例：100 回 → 読み出し値：100 

72 OFF_RMTON_CNT － － － REMOTE ON 設定時の発振 OFF 回数 

例：100 回 → 読み出し値：100 

73 ON_RMTOFF_CNT － － － REMOTE OFF 設定時の発振 ON 回数 

例：100 回 → 読み出し値：100 

74 OFF_RMTOFF_CNT － － － REMOTE OFF 設定時の発振 OFF 回数 

例：100 回 → 読み出し値：100 

  ※発振器を複数台使用しているシステムの場合は、上記の CH1/CH2 の CH 番号は CH3/CH4, CH5/CH6, 

CH7/CH8, CH9/CH10, CH2/CH3, CH4/CH5, CH6/CH7, CH8/CH9 のいずれかになります。 

 

●Holding Register（ファンクションコード 03（読み出し）、06（書き込み））の機能 

レジスタ 項目名 初期値 最小値 最大値 機能 

1 OSC_SEL 0 0 1 超音波発振のモードを選択します。 

0：定電力制御発振（NORMAL） 

1：AM 変調発振（AM MODE） 

2 SET_US_ON 0 0 1 超音波発振の ON/OFF を選択します。 

0：発振 OFF 

1：発振 ON 

3 SET_US_POWER － 200 1200 超音波出力を設定します。（単位：W） 

設定可能範囲：200(MIN)～1200(MAX) 

4 AM_TIME_CYCLE 1000 10 10000 AM 変調発振モード時の AM 周期を設定

します。（単位：m sec） 

設定可能範囲： 

10m sec(MIN)～10000m sec (MAX) 
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7 トラブルシューティング 

本製品をご使用中にトラブルが発生した場合は、このトラブルシューティングをお読みになり、点検、処置を

試みてください。 

点検、処置を行っても解決しない場合は、直ちに使用を停止して販売店または当社サポートまでご連絡をお願

いします。 

 

お客様にて、本書記載の処置方法以外の処置をされた場合、当社では責任を負いかねますのでご注意ください。 

また、保証期間内であっても有償修理扱いとなりますのでご注意ください。 

 

保証期間は製品出荷後 12 ヶ月または運転時間 2,000 時間の短い方とします。 

ただし、異常使用および振動子表面の汚れや異物付着、使用法の誤りによる破損などによる不具合発生につい

ては保証の対象外です。 

 

万一、不具合が発生した場合、協議・解析を行い、不良の責任が当社にある場合は無償で修理を致します。 
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7.1 異常表示機能 

本装置には、発振器内で発生した異常状態を検出し、超音波発振を自動停止する機能があります。 

検出した異常内容は、発振器正面の表示器にエラーメッセージで表示されます。 

異常検出した場合はエラーメッセージを確認し、以下の表を参考に適切な処置を行ってください。 

エラーメッセージ エラー内容 原因 処置方法 

 「PLL ERROR」 

または 

「VCO ERROR」 

発振制御 

異常 

二重槽を使用し

ていない場合： 

発振制御が不能

となった。 

 

エラーが発生した場合は、下記を行ってください。 

① 出力を 200W に設定してください。 

②-1 リモートが ON 設定の場合 

REM 端子間を一度「オープン」にし、再度「シ

ョート」させて超音波発振を再開してください。 

②-2 リモートが OFF 設定の場合 

表示器の OFF 表示側に ▶ を移動させ、SELECT

キーの「↑」キーを押して、超音波発振を再開し

てください。 

③ 出力を徐々に大きくして、超音波発振を目視し

て確認してください。 

 

超音波発振を再開しても異常検出される場合は、 

振動子の劣化または故障の可能性があります。 

販売店または当社サポートまでご連絡ください。 

PLL ERROR と VCO ERROR は、異常検出後の短

時間に発振停止・発振開始の自動復帰をします。 

但し、超音波発振を開始してから、4 回目の異常検

出したときにエラーメッセージが表示され、異常停

止状態になります。 

 

二重槽を使用し

ている場合： 

二重槽底面から

の反射波の影響

により発振制御

が不能になった。 

 

 

 

 

 

 

『5.1 準備  二重槽の使用上の関する注意事項』を

参照して、異常検出内容を確認し適切な処置を行っ

てください。 
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「TEMP ERROR 

 ＊＊℃（温度）」 

過昇温度 

異常 

発振器の周囲温

度が 40℃を超え

ている。 

 

周囲温度が 40℃以下の環境に設置して使用してく

ださい。 

 

発振器冷却のた

めの通気確保が

十分でない。 

 

通気確保のための十分な空間を設けて、風通しをよ

くしてください。 

冷却通気口が埃

などの障害物で

塞がれている。 

 

発振器背面および側面の通気口に付着した障害物

を定期的に取り除き、風通しをよくしてください。 

また、埃などの発生量が多い環境での使用は避けて

ください。 

 

上記の原因以外

で異常検出した

場合 

長時間の連続稼動により発振器の内部温度が上昇

し過ぎた可能性があります。 

電源スイッチのレバーを下げ OFF にし、しばらく

稼動を控えてください。 

エラーメッセージの表示温度が 70℃以下になると

自動的にエラーは解除されます。 

 

「CURRENT 

 ERROR」 

過電流 

異常 

振動子側に流れ

る電流が規定値

より超過した。 

 

エラーが発生した場合は、下記を行ってください。 

① 出力を 200W に設定する。 

②-1 リモートが ON 設定の場合 

REM 端子間を一度「オープン」にし、再度「シ

ョート」させて超音波発振を再開してください。 

②-2 リモートが OFF 設定の場合 

表示器の OFF 表示側に ▶ を移動させ、SELECT

キーの「↑」キーを押して、超音波発振を再開し

てください。 

③ 出力を徐々に大きくして、超音波発振を目視し

て確認してください。 

 

超音波発振を再開しても異常検出される場合は、 

発振器～振動子ユニット間の振動子コード配線経

路のどこかで短絡状態になった。または、振動子が

短絡モードで故障している可能性があります。 

振動子コードの配線経路において短絡がないか確

認してください。 

販売店または当社サポートまでご連絡ください。 
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「PWM ERROR」 
電圧低下 

異常 

振動子側に印加

している電圧が

規定値より低下

した。 

エラーが発生した場合は、下記を行ってください。 

① 出力を 200W に設定する。 

②-1 リモートが ON 設定の場合 

REM 端子間を一度「オープン」にし、再度「シ

ョート」させて超音波発振を再開してください。 

②-2 リモートが OFF 設定の場合 

表示器の OFF 表示側に ▶ を移動させ、SELECT

キーの「↑」キーを押して、超音波発振を再開し

てください。 

③ 出力を徐々に大きくして、超音波発振を目視し

て確認してください。 

 

発振器～振動子ユニット間の振動子コード配線経

路のどこかで開放状態になった。または、振動子の

電極を押さえているバネ接触端子が外れた可能性

があります。 

超音波発振を再開して、超音波振動していない振動

子があるかないかを確認してください。 

もし超音波振動していない振動子がある場合は、発

振 OFF 設定にして、振動子コードの配線経路、振

動子周辺の未接続箇所を確認してください。 

販売店または当社サポートまでご連絡ください。 

 

「SENSOR 

ERROR」 

センサ入力 

異常 

SENS 端子間の

ショートを検出

した。 

 

SENS 端子間に接続されている外部センサ機器の

異常検出信号がショートになった原因を調べてく

ださい。 

SENS 端子間がオープンになるとエラーは解除さ

れます。 

 

「SCI ERROR」 
RS485 

通信異常 

RS485 通信エラ

ーを検出した。 

外来ノイズにより、通信異常を検出した可能性があ

るため、RS485 用信号線をシールド線に変更して

ください。 

SCI ERROR は、異常検出による異常停止は行いま

せん。 

エラーメッセージ表示について 

エラーメッセージ末尾の「1」「2」「1 & 2」表示は、異常検出した CH 番号を表しています。 

（例） 「1」……… CH1 のみ異常検出した場合 

「2」……… CH2 のみ異常検出した場合 

「1 & 2」… CH1、CH2 の両 CH 異常検出した場合 
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7.2 その他症状のトラブルシューティング 

No. 症状 原因 処置方法 

1 超音波発振しない。 

→AL.ランプが点灯して

いる場合 

異常を検出したため、超音波が発

振しない。 

『7.1 異常表示機能』を参照して、エ

ラーメッセージを確認し適切な処置

を行ってください。 

 

2 超音波発振しない。 

→SELECT キーにより 

超音波発振の ON／OFF

制御ができない場合 

 

リモートコントロール機能が ON

設定になっている。 

メニュー画面から「REMOTE」設定

を OFF 設定にしてください。 

3 超音波発振しない。 

→リモートコントロール

機能により超音波発振の

ON／OFF 制御ができな

い場合 

リモートコントロール機能がOFF

設定になっている。 

メニュー画面から「REMOTE」設定

を ON 設定にしてください。 

 

 リモートケーブルが断線または接

続が適切でない。 

発振器背面にある I/O 端子のREM端

子のケーブル接続とお客様コントロ

ーラーへの接続が適切かを確認して

ください。 

 

4 超音波の発振動作をする

が出力が弱い。 

出力設定が 200W になっている。 出力設定を変更して、出力を上げて

ください。 

 

 電源電圧が適切でない。 発振器定格電圧の範囲の電圧を供給

してください。 
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8 仕様 

8.1 発振器 

●仕様 

型名 W-357BM-1200 

発振モード 単周波発振 

出力可変範囲 200～1200W（1W毎可変） 

公称発振周波数 1MHz 

電源入力 単相 AC 200V～240V（±10%）  50/60Hz 2400VA 

表示 

VFD（蛍光表示管） 16 文字×2 行 
メイン画面 ：出力バーグラフ 発振ON/OFF 出力設定値 発振モード 
              異常検出内容 タイマー終了 
       タイマー時間（定時間発振時）/ CONT（連続時間発振時）/  

RMT（リモート有効時） 
メニュー画面：リモート設定 タイマー時間設定 発振積算時間 発振モード設定 
       AM MODE周期設定 状態表示設定 ブザー音設定 RS485 通信設定 
       発振ON/OFF回数履歴 エラー発生回数履歴 装置情報 
状態表示画面：出力電力値 PWM開度 発振周波数 VCO電圧 

放熱器温度 CPU基板温度 
異常検出時 ：エラーメッセージ 
 
超音波発振点灯ランプ  異常点灯ランプ（LED）   

出力機能 
異常検出  発振検出  電源ON検出（接点出力） 
出力電力（4-20mA電流出力） 

入力機能 
リモート端子：超音波発振 ON〔短絡〕/ OFF〔開放〕 
センサ端子  ：正常〔開放〕/ 異常停止〔短絡〕                  （接点入力） 

異常検出機能 
発振制御異常  温度異常  過電流異常  電圧低下異常   
センサ入力異常  RS485 通信異常 

通信機能 

RS485 MODBUS（RTU）プロトコル 
設定：①超音波発振（ON/OFF） ②出力設定（100～600W） 

③発振モード選択（NORMAL/AM MODE）④AM MODE周期（10～10000ms）  
読出：①超音波発振状態 ②警報の種類 ③出力電力 ④周波数 ⑤温度 等 

使用周囲環境 

温度：5～40℃  相対湿度：5～80％RH (ただし結露なきこと) 
工場環境での屋内使用（汚染度 2,過電圧カテゴリーⅡ） 
高度 2000m以下 

外形寸法 (mm) 360（W）× 360（D）× 143（H）（突起部は除く、ゴム足含む） 

質量 7 kg 

付属品 

電源コード（3m  3 芯） 
制御ケーブルコネクタ（3ピン、6ピン、7ピン） 
出力コネクタクランプ金具 

  



超音波洗浄機  W-357BM-1200 

56 

 

 

●外形寸法（W-357BM-1200）（単位：mm） 

 

正面 

側面 

背面 



超音波洗浄機  W-357BM-1200 

57 

 

9 アフターサービス 

保証について 

保証期間：お買い上げ後 1 年間、または稼働 2,000 時間の短い方です（修理後の保証期間は、同一症状の故障

に限り、修理後、6 ヵ月です）。 

保証書には必ず「お買い上げ日、販売店名、製造番号」などの記入があることをお確かめの上、本書の内容を

よくお読みいただき、大切に保管してください。 

保証書に必要事項が記載されていない場合、たとえ保証期間中であっても有償となる場合があります。 

無償修理規定 

1. 取扱説明書、本体貼付のラベルの注意書に従った正常な使用において故障した場合には、無償で修理をい

たします。 

2. 保証期間内に故障して無償修理を受ける場合は、商品に保証書を添えて、お買い上げの販売店に修理をご

依頼ください。 （保証書は本書の裏面に印刷されています） 

3. やむをえずお買い上げ販売店に修理が依頼できない場合 ご転居、ご贈答等 は、当社までご相談ください。 

4. 保証期間内でも次のような場合には有償になります。 

・ 使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷 

・ お買い上げ後の取り付け場所の移動、落下等による故障および損傷 

・ 火災、地震、水害、落雷、その他天災地変、公害や異常電圧よる故障および損傷 

・ 保証書の提示がない場合 

・ 保証書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き替えられた

場合 

・ 付属品または消耗部品の交換 

・ 発振器と振動子ユニットが指定の組み合わせでないことに起因する故障および損傷 

5. 保証は日本国内においてのみ有効です。(This warranty is valid only in Japan.) 

6. 本製品の修理に必要となる部品の保有期間は、原則として製造打ち切り後 7 年です。 

7. この商品について出張修理をご希望の場合には、出張に要する実費を申し受ける場合があります。 

8. 無償修理などアフターサービスについてご不明の場合は、お買い上げの販売店または当社へお問い合わせ

ください。 
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修理を依頼されるとき 

本書の「トラブルシューティング」に従って調べていただき、直らない場合は次のようにしてください。 

 

・保証期間中 

製品に本書を添えてお買い上げの販売店にご依頼ください。 

※保証期間中でも有償修理になる場合があります。 

 

・保証期間が過ぎているとき 

お買い上げの販売店にご依頼ください。修理可能な製品については、ご希望により有償で修理致します。 

 

修理を依頼される場合、故障内容と故障個所、機械の症状、使用状況等をできるだけ詳しくお知らせください。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

   複製を禁ず  

                                                                      
 

 

本 社 〒441-3193 愛知県豊橋市大岩町小山塚 20 

  代  表  TEL (0532)41-2511 FAX (0532)41-2093 

産業機器事業部 TEL (0532)41-2515 FAX (0532)41-2923 

中部営業所  TEL (0532)41-2515 FAX (0532)41-2923 

東京営業所 〒107-0052 東京都港区赤坂 9 丁目 6-28 アルベルゴ乃木坂 404 号 

  TEL (03)3479-4148 FAX (03)3423-1795 

大阪営業所 〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 4 丁目 1-45 新大阪八千代ビル 3F 

  TEL (06)6399-6073 FAX (06)6399-6083 

カスタマーサービスセンター 

 〒441-3193 愛知県豊橋市大岩町小山塚 20 

  本多電子株式会社 カスタマーサービスセンター 

  TEL (0532)41-2582 FAX (0532)41-2996 

ホームページ https://www.honda-el.co.jp/ 

● この取扱説明書は 2021 年 7 月現在のものです。 

● 商品改良のため、予告なく仕様を変更する場合があります。あらかじめご了承ください。 

2021.07 

 

 

保証書 
保証期間 

お買い上げ年月日より１年 

または稼働 2000 時間 

の短い方 

 

 

 
機種名 

   W-357BM-1200 
製造番号 

 
お買い上げ年月日 年     月     日 

お 

客 

様 

会社名 

または 

ご氏名 

様 

電話 

ご住 所 

〒 

 

販 

売 

店 

店 名 

住 所 

 

㊞ 

電話 
  

W-357BM-1200 


